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令和元年度 四国知事会議 議事録

日時：令和元年６月６日（木）13：35～15：15

場所：あかがねミュージアム（愛媛県新居浜市）

１ 開会

〇司会（愛媛県 髙橋総務部長）

本日は、お忙しい中お集りいただきまして、誠にありがとうございます。ただ

今から四国知事会議を開催いたします。愛媛県総務部長の髙橋ございます。慣例

によりまして、司会・進行を務めさせていただきます。よろしくお願い申し上げ

ます。

まずはじめに、開催県であります、愛媛県中村知事からごあいさつを申し上げ

ます。

２ 開催県あいさつ

〇中村 愛媛県知事

開催県として、一言ごあいさつを申し上げます。今日は皆さん御多忙の中、四

国知事会参加のために、愛媛県までお越しをいただきまして、ありがとうござい

ました。私の方からまずは、昨年７月に発生いたしました、西日本豪雨災害、愛

媛県はかなりの大きな被害を受けましたけれども、それぞれの地域も被害があ

ったと思います。そういう中で、四国という関わり合い、関係の中で、いち早く

水の供給であるとか、人的な支援であるとか、様々な御協力を３県からいただき

ました。本当に大きな力になっていただいたこと、県民を代表いたしまして、こ

の場でお礼を申し上げたいと思います。本当にどうもありがとうございました。

今日はここ新居浜市を会場とさせていただきましたけれども、午前中視察し

ていただいたように、まさに住友発祥の地であります。徳川幕府の時に許可をも

らった住友家が 300 年近くにわたって銅山の開発をし、礎を築いてきました。

明治の時代に生まれた会社、ここで全て誕生しましたけれども、金属を売るため

に作られた会社が、住友金属鉱山。そこから出てくる亜硫酸ガス等との処理をす

るために作られた会社が、住友化学。別子銅山で使用する機械の修理のために作

られた会社が住友重機械工業。そして 100 年前に環境問題に取り組もうという

ことで、開発した山が丸坊主になったので植林事業を始めて生まれた会社が、住

友林業と、こうしたような住友にとっては無くてはならない街で、まさに住友城

下町工業都市新居浜の特色ではないかなと思っています。

また、今日はレストランでも四国４県の食材を使った料理を用意してくれま
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したけれども、四国は一つということで、取り組むべき課題もたくさんございま

すので、今日の会議で、また気持ちをひとつにして、四国全体の発展に結びつく

ことができればと思っておりますので、どうぞ最後までよろしくお願いいたし

ます。ありがとうございました。

３ 座長選出

〇司会（愛媛県 髙橋総務部長）

それでは議事に入らせていただきたいと存じます。本日の会議の座長を選出

していただきたいと存じます。慣例によりますと、開催県の知事が座長を務める

ということになっておりますが、慣例に従うということでよろしゅうございま

しょうか。

（異議なし）

〇司会（愛媛県 髙橋総務部長）

ありがとうございました。それでは中村知事よろしくお願いいたします。

４ 議事

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは慣例に従いまして、私の方で座長を務めさせていただきたいと

思います。今回、令和に入って初めての四国知事会議ということもあり、また

色々な変化もたくさん押し寄せてきているような事態でもございまして、議題

がいつもよりもかなり多めになっております。できれば 15 時を目指して、会議

を進めていきたいと思いますので、開催地としてできるだけ発言を少なめにし

ますので、先輩方どうぞ、どうぞ大いに議論をしていただけたらと思います。

本日の議題は、お手元に配っております（１）から（３）までであります。そ

れでは事務局から議事の（１）から（３）までについて、一括で説明を願います。

〇事務局（愛媛県 髙橋総務部長）

それでは御説明をさせていただきます。恐縮ですが着座にて失礼させていた

だきます。

まず、四国知事会議資料を御覧いただきたいのですけれども、四国知事会の平

成 30 年度決算と令和元年度予算案につきまして、お手元の資料の１ページから

７ページに掲載をさせていただいております。内容につきましては、先日４県の
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担当課長会議で御審議をいただきました。各県の御了承をいただいております

ので、ここでの詳細な御説明は省略をさせていただきたいと思います。

平成 30 年度の決算につきましては、４ページにお付けさせていただいており

ますけれども、会計監査者であります、徳島県の山本前政策創造部長さんから、

適当と認める旨の監査報告をいただいておりますので、併せて御報告をさせて

いただきます。

続きまして、令和元年度四国知事会提言（案）でございますが、資料の 11 ペ

ージから 16 ページをお願いいたします。これにつきましても、内容はあらかじ

め４県で調整をさせていただいておりますので、詳しい説明は省略させていた

だきます。説明は以上でございます。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。以上の議題につきまして、一括してお諮りをさせていただきます。議題

（１）から（３）につきまして、事務レベルではすでに話を進めていたというこ

とでありますけども、各県御了承ということでよろしいでしょうか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございます。それでは、議題（１）から（３）は御了承いた

だいたものとさせていただきます。議題は以上でございます。

〇事務局（愛媛県 髙橋総務部長）

ありがとうございました。ここで事務局より１点、御報告をさせていただきま

す。令和元年度に実施をいたします「『四国はひとつ』４県連携施策」につきま

しては、資料の 71 ページの方を御覧いただきたいと思います。71 ページから 72

ページに記載のとおり、書面決議によりまして、御承認をいただいておりますこ

とを御報告させていただきます。

５ 意見交換

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは続きまして、意見交換に入らせていただきたいと思います。

本日は、危機管理、エネルギー対策、地方財政、産業・観光振興、四国八十八

箇所、医療等７つのテーマについて、意見をいただきたいと思います。

それではまず「危機管理」について、最初に「南海トラフ地震対策について」
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は尾﨑知事さんから、引き続き関連で「『事前復興』の推進について」を飯泉知

事さんから、御提案をいただきたいと思います。

では、まず尾﨑知事さん、よろしくお願いします。

〇尾﨑 高知県知事

はい。それではまず私から大きく南海トラフ地震対策に関連して、二つお話を

させていただきたいと思います。一つは大規模災害時における医療救護体制の

強化について、そしてもう一つは、南海トラフ地震に関係する臨時情報が発出さ

れた時の対応についてであります。

まず、大規模災害時における医療救護体制の強化については、昨年もこの四国

知事会議で公表させていただき、また、南海トラフ地震に備える 10 県知事会議

でも共同して取組をさせていただき、そして全国知事会議でも共同して特別決

議という形で提案をさせていただきました。結果として、国において改めてＤＭ

ＡＴ育成の体制が強化されるという形での成果も上がってきているということ

かと思います。しかしながら、（南海トラフ地震が発生すると）全国で最大で 60

万人を超える負傷者が発生するという想定がなされている中において、この対

策というものについては、さらなる強化が必要な状況だと考えております。こち

らについてＤＭＡＴの養成でありますとか、孤立地域におきます医療モジュー

ルの提供とか、運営人材を迅速に配置する体制の強化など、総合的な対策が必要

でありますし、あわせて病院の耐震化でありますとか、資機材の整備とか、そう

いうことも大事ということであります。是非とも、改めまして今年におきまして

も、四国知事会で結束して共にさせていただければと思います。

そして２点目でありますけれども、「（南海トラフ地震）臨時情報発表時におけ

る防災減災対応への支援」について、国からの支援について、その強化を求める、

このことについても共に声を上げさせていただきたいと思います。

臨時情報が発表されました場合、この臨時情報を生かして一人でも多くの命

を救うべく対応すべきだと考えております。普通、地震というのは、不意打ちの

対応、これを強化していくということが基本であるわけでありますが、仮にも臨

時情報が出て、事前に生かせる情報があるのであれば、それは生かすべきだと考

えます。

そういうことで、市町村においては、直ちに避難者を受け入れるとか、そうい

う対応をスタートするわけでありますけれども、そのためにはかなり多額の経

費が必要となる可能性があります。多額の経費が必要となることをためらって、

結果として対応が遅れたということにならないようにということであります。

本県でも、今年度より、県独自の支援策を創設いたしまして、５億円ぐらい、

あらかじめ備えをしておこうと、そういう予備費的な対応も行いました。
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これに対して、国からも、一定の財政支援も得られるようになってきています

けれども、現状では、災害救助法の適用対象となりますのは、いわゆる半割れケ

ースであって、かつ沿岸部に限られています。沿岸部だけではなくて山間部にお

いても強烈な揺れは来るかもしれないので、対応しなければならない場合もあ

ります。

さらに言えば、半割れのケースだけではなくて、いわゆる一部割れケースにつ

いても支援対象にしていただくことも、重要ではないかと考えているところで

す。

さらに国において、こういう形での支援策の強化をしていただきたいという

ことに加えて、もう１点、半割れのケースにおいて、応急救助機関の配置をどう

するか、これは難しい課題でありますが、難しい課題であるだけに早期に検討す

ることが非常に大事だと考えております。現在「具体的な応急対策活動に関する

計画」の見直しを、国で進めていただいておりますけれども、これを早期に実施

していただくということが極めて重要かと思います。以上、災害時の医療救護体

制の強化と臨時情報の対応に関する国からの支援の強化、この２点について、し

っかり伝えていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。次に関連して、飯泉知事さん、お願いします。

〇飯泉 徳島県知事

はい。それでは、事前復興の概念について、皆様方にお諮りをしていきたいと

思います。様々な災害が起こるわけでありますが、その場合に、起きてからその

後の対応、復旧復興を考える。しかしこれでは非常に手遅れになる。例えば熊本

地震の時、発災後２ヶ月経ってから、被災者の仮設住宅を作ろうとしたわけでし

て、山の中に作っても、結局、高齢者の皆さん方は、公共交通の利便性の高いと

ころでないとなかなか移らないということになり、その結果、多くの皆さん方が

移らなかったということがあるということで、絶対にこの大規模災害は起こり

うるんだという前提のもと、その復興の指針をあらかじめ定めておく。また、そ

れに必要となる様々な財源であるとか、あるいは計画であるとか、こうしたもの

に対して市町村の皆さん方にも支援を厚くしていく、こうした点について是非

国の方に理解を求めていこうと。国に言うだけではいけないということで、徳島

県におきましてはこの復興指針の策定を今進めているところでありまして、現

に県南の方の市町村、美波町などでは、そうした事前復興の概念でこれを行い、

ＮＨＫでも四国全域に流されているところでもあります。是非国に対してハー

ド面だけではなくて、こうしたソフトの概念、先ほど尾﨑知事さんから臨時情報、
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半割れの話もあった、一部割れの場合もあったと思いますので、こうした点をハ

ード・ソフト合わせてしっかりと国に対策を求めていくべきだと思いますので、

どうぞ併せて宜しくお願い申し上げたいと存じます。以上です。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございます。以上の提案を受けまして、浜田知事さん、御意

見がございましたら。いかがでしょうか。

〇浜田 香川県知事

いずれの御提案にも、まず、賛成ということを申し上げたいと思います。

まず、南海トラフ地震臨時情報の発表時の防災対応ということはですね、本県

においても、この臨時情報を有効活用して、住民の命を守るということで、今年

度、各市町と連携しながら、この津波に対する事前避難など、住民の安全サイド

に立った具体的な防災対応の検討を進めていきたいと考えています。その際、

（臨時情報）発表時における、避難所の開設・運営に係る各市町村の費用負担に

対する支援、あるいは国の「具体的な応急対策活動に関する計画」の見直しとい

うことについては、尾﨑知事の提案に全く賛同するものであり、一致して国に対

して要望していきたいと考えております。

また、医療救護体制の問題ですけれども、甚大な被害が南海トラフ地震の際想

定されるわけですけれども、本県におきましては、四国以外からのＤＭＡＴ等の

保健医療活動チームや物資受入の窓口の役割も求められております。内閣府の

中央防災会議幹事会の作成している、「南海トラフ地震における具体的な応急対

策活動に関する計画」においても、発災後 48 時間以内のＤＭＡＴの参集拠点候

補として、四国内に三つ挙げられておりますが、本県の豊浜サービスエリアと高

松空港の二つが位置付けられておりまして、四国に対する支援の窓口となるこ

とも想定されております。その災害時の受け入れという意味では、航空搬送拠点

臨時医療施設（ＳＣＵ） ということで、高松空港に 20 床展開可能な資機材の整

備をしておりまして、広域医療搬送の体制も確保しております。こうした中、私

としても、国の財政面を含めた支援の強化による、医療救護体制の充実は大変重

要であると考えておりますので、是非色々な形での医療災害、医療対策について、

国の財政的な支援を要望してまいりたい。また、ＤＭＡＴ等の災害医療に係る人

材育成の拡充も重要ではないかと考えております。この点も要望してもらえれ

ばと思います。

飯泉知事さんの、事前復興の推進ということ、まさにおっしゃる通りだと思い

ます。ソフト対策としての事前復興、災害に備え、復興に資するソフト対策を事

前に準備しておくということで、いざというときの初動が早まり、迅速な復旧・



7

復興に向けて有効な取組であると思われますので、提案に賛同したいと考えま

す。以上でございます。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございます。愛媛県からも一言意見を述べさせていただきま

す。国のガイドラインによりますと、半割れのケースでは、一週間の事前避難が

必要となるということなのですが、避難所の開設から、人の手配から、かなり地

方には負担が生じる話でありますので、しっかりとした国の財政的な支援の体

制を作る必要性を感じます。それからＤＭＡＴにつきましては、西日本豪雨災害

で県内の 11 のＤＭＡＴ、徳島からも八つのチーム、香川県から、高知県からも

三つずつのチームが愛媛県に来ていただきました。あのような時にＤＭＡＴが

いかに重要かというのも、本当に体感をした立場から見ても、今の受講枠の問題

であるとか、研修のあり方、さらなる充実が必要だと思いました。それから三つ

目の事前復興も、愛媛県も今、愛媛大学・東京大学及び宇和海沿岸の５市町と官

学連携し、３カ年計画で研究を進めておりますけれども、こういった分野への補

助制度がないというのが現実でありますので、この両知事からの提案について

は、全面的に賛成・賛同させていただきたいと思います。

それでは、「南海トラフ地震など大規模災害への備えを充実強化するための緊

急提言」これを採択することに御異議ございませんか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

それでは次に、「平成 30 年 7 月豪雨を踏まえた大規模災害に対する防災・減

災対策について」私の方から提案をさせていただきたいと思います。

愛媛県は一次産業の被害額が 650 億円、そして工場や商店街等の被害が 494億

円、道路橋梁河川インフラ関係の被害が 279 億円と、経験したことのない規模

の災害となってしまいました。そして何よりも 33 名の方が尊い命を失われてい

ます。

我々は当初、人命救助と水の確保と仮住居の整備に力点をおいて第１ステー

ジの目標と致しました。約２ヶ月でこれを完了し、その後本格的な復興に入って

いるところなのですが、特に工場関係ではグループ補助金制度として、農業関係

では短期に仕上げるもの中期に仕上げるもの、５年、10 年の月日をかけて仕上

げていくもののパッケージを作りまして、今、支援を行っているところでござい

ます。
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こうしたようなことにプラスして、本当に全国から温かい気持ちが寄せられ

たことが、被災者の皆さんにも届いて、今、なんとなく空気感なんですけども、

何とか乗り越えようというような気持ちが住民の皆さんの間に日増しに広がっ

ているのではないかなと思っています。こういった経験は次に生かさなければ

ならないということで、色んな課題があったのですが、一つ一つを開いていって

も混乱するだけだということで、行政や防災の専門家等で構成する、検証委員会

を設置しました。約５ヶ月かけて問題点の洗い出しをしていただきまして、34

項目の検証項目について、専門家から見た総合的な、今回の豪雨災害の現状分析

からの提言をいただいたところでございます。これを愛媛県としては、順次予算

化・事業化をして行く予定としており、例えば、豪雨の中で防災行政無線が聞き

取れなかったという声が多かったんですけども、これを最新のものに変えます

と、豪雨の中でも届くような高性能のスピーカーがもうすでに技術的に開発さ

れているということも分かりまして、今順次切り替えを進めたり、いろんなこと

をやりはじめています。

できればその他にも、当初混乱した罹災証明書の発行システムの問題である

とか、いろいろな課題が今回見えてきましたので、この提言書は各県にもお渡し

して、共同で行うようなこともあれば、四国各県の防災強化に活かしていきたい

と思いますので、提案をさせていただきたいと思います。

それでは、この件について、高知県さんから御意見がございましたら。

〇尾﨑 高知県知事

はい。昨年の７月豪雨では、愛媛県の多くの皆様が被災されましたことに対し

て、改めてお見舞い申し上げます。また、高知県でも亡くなられた方が出ました。

多くの被災された方がおいでになりました。このことについても、改めて私ども

として、お見舞いを申し上げたいと思います。昨年の７月豪雨災害でつくづく思

いましたことは二つ。一つは、今や異常気象は異常ではないということが１点、

そして２点目が、やはり過去の豪雨災害のダメージが累積をしていく中におい

て、大きな被害に至ってしまうというケースがどうもいくつか随所に見られる、

そういうことでありました。そういうことから、今までとは違う豪雨災害が起こ

り得るということを前提とした準備を、しかも過去のダメージを着実に除去し

ていくということを、通年をあげて行っていくことが、大事だろうと。そういう

ことで、昨年９月より高知県豪雨災害対策推進本部というのを常設の機関とし

て設置して、年間を通してその豪雨災害対策を進めていこうとしているところ

です。その中において、新たにタイムラインを、前より充実させたり、様々な新

たな取組を取り入れてきているわけでありますけれども、今回愛媛県さんがま

とめられた検証報告書は、これは大変有意義なものだと考えておりまして、是非
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本県の対策に生かさせていただきたいと考えています。また四国での豪雨災害

時におきまして、密に情報交換をさせていただきました。また災害に備えるとと

もに、その後の対応、初動対応についても是非目を通して、取り組まさせていた

だければと思います。

○座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは飯泉知事さん。

〇飯泉 徳島県知事

まずは、昨年の７月豪雨において、愛媛県また高知県で、多くの皆様方が被災

されましたことに対し、心からお見舞いを申し上げたいと存じます。また、特に

愛媛県の皆さん方につきましては、先ほど中村知事さんからもお話がありまし

たように、最初、徳島の方に、全国知事会あるいは総務省の方からワンストップ

サービスのいわゆる支援窓口に、徳島県というお話をいただきまして、私も発災

から 10 日後、中村知事さんの所と、宇和島市長さんの所へ行かせていただきま

した。昨年度から総務省で作りました、市町村さんのサポートをする災害マネジ

メント総括支援員制度が導入され、宇和島の方にも派遣をさせていただいたわ

けなのですが、その時によくわかったのが市長さんも言われていましたが、受援

体制、つまり応援をすることは考えてるのだけど、応援を受ける体制というのは

日頃考えてなかった、としたお話がありまして、確かにその通りだということで、

我々徳島県独自でのマネジメント制度を立ち上げました。確かに国に登録をし

て研修を受けてというのもあるわけなのですが、最初、総務省の方に 100 名単

位でと我々申し上げたんですね。そんなに受け入れられないという話があった

りして、じゃあ独自にこれをということで、県内の市町村をバックアップすると

いう観点から、取組を進めているところであります。それだけに今お話のあった、

この検証結果、大変重要な生の様々なデータ・経験の話が出ておりますので、尾

﨑知事さんからもありましたように、是非共有をさせていただいて、四国４県の

方で、今後の対策をこれをベースにまた考えればと思います。よろしくお願いい

たします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございます。すいません、順番逆になりまして。申し訳あり

ません。香川県知事さん。

〇浜田 香川県知事

はい。改めて、昨年の西日本豪雨で愛媛県を始めとしてお亡くなりになられた
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方々に対して心より御冥福をお祈りいたします。香川県でも若干の被害があり

まして、庁内で検証プロジェクトチームを設けて、水防関係の対応状況、あるい

は住民避難の対応状況、また他県への支援状況などの検証を行っております。ま

ずは県内での検証結果を踏まえ、今年度は大規模な洪水氾濫や高潮発生時の危

険性を周知するための浸水想定区域の検討を従来からやっているものの、さら

には掘り下げた形でありますけども、もう一つ、香川県に多いため池ですね、防

災重点ため池について、これも市町が実施する浸水想定区域図やハザードマッ

プの作成の支援、さらに、いわゆる防災アプリですね。スマートフォンの位置情

報を活用して、災害発生時に避難所や河川の水位、雨量などの情報を一元的に表

示できる、そういったアプリを構築するなどを重点的に今年度取り組んで行こ

うと思っています。

さらにはソフト面で災害対応力の強化ということで、香川県は災害対策本部

は、本部長が知事になっているのですが、水防本部も知事が本部長となっており

まして、その辺の体制を色々と見直した上でですね、県庁全体で情報共有と認識

の統一を図ることで、災害対策本部を立ち上げる前段階、その前の段階で全体と

して災害警戒体制を取るという、仕組みを導入しました。また、色々と今もお話

にあります、大規模災害発生時の各市町等への連絡員派遣体制の強化などにも

取り組むこととしておりますので、今各県から色々とあったお話には本当に全

面的に賛成でございますし、いざという時の応援・受援が円滑かつ効果的に行え

るように、４県の連携強化を図ってまいりたいと考えておりますので、よろしく

お願いします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございます。一通り御意見いただきましたが、他にございま

すでしょうか。よろしいですか。

（意見なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

それでは、続いてのテーマは、「エネルギー対策」についてでございます。

伊方発電所がございますので、私の方から報告も兼ねて、提案させていただき

たいと思います。

まずは、最近の変化についての報告事項になりますけれども、３号機につきま

しては、昨年の９月に御案内のとおり、四国電力の異議申立てが認められました

ため、10 月から１年ぶりに運転を再開し、安全運転を続けているところですが、
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今年の１月に、伊方発電所内でクレーン（付きトラック）が転倒いたしました。

事前の取り決めに従えば、速やかに愛媛県に連絡があってしかるべき事案であ

ったのですが、通報連絡が遅れたため、当初の約束が守られていないということ

で、急遽、強烈な申入れをさせていただきました。電力会社では、会長社長の減

給処分も含めて厳正な対処をしたところでございます。こうしたことが絶対に

起こらないように、今後ともしっかりと声を上げ続けていきたいと思っていま

す。

１号機・２号機につきまして、１号機は、電力事業者の方から廃炉の方針を決

定したということで、事前協議の申入れがございました。これについては、原子

力安全専門部会等々の審議も経て、了承ということになっています。

２号機についても、昨年 10 月に廃炉の方針を決定したということで、事前協

議の申入れがございました。現在、原子力安全専門部会において、審議をしてい

る段階でございます。

そしてもう一つは、使用済燃料の管理処分。これも重大な問題であります。廃

炉の方針が決まりますと、当然のことながら使用済燃料の保管という問題が出

てきます。国が最終処分の方向性を見いだせていないという段階では、どんどん

増えるという現象が起こってしまうことが避けられません。そういった中、電力

会社の方からは、乾式貯蔵という新しいスタイルで保存をしたいという申入れ

がございました。この乾式貯蔵は、御案内のとおり、長期間にわたってプールの

中で冷却をし、そこまで冷却をしますと、通常の大気では安定するという、こう

いった方式で、特殊なパッケージの中で放射能もある程度制御するというやり

方だそうです。専門委員会で聞いても、福島の原発事故の時も乾式貯蔵は大丈夫

だったということであり、使用済燃料プールで保管するよりはより安全に保管

できるとは言うのですけれど、まだまだ住民の皆さんの理解が進んでいる段階

ではない。その丁寧な説明と、そしてもう一つは、あくまでもこれは一時保管だ

ということを明言していただかないといけない、というところにこだわってい

ます。こうしたことについては全国知事会でも提言させていただきましたけれ

ども、しっかりと新しい方式のことでありますから、意見を言っていきたいと思

いますので、皆さん方の御理解もいただけたらと思っております。是非こうした

使用済燃料の貯蔵対策と、やっぱり国に対しては、最終処分について要請し続け

なければ、いつまでたっても放射性廃棄物の最終処分という出口がないという

ことだろうと思います。そして、また原子力の安全対策は、今後ともさらに追求

していくということ、それから避難訓練というものも充実を図っていくこと、こ

うした点をこれからも一生懸命言い続けていきたいと思いますので、御協力を

よろしくお願いします。

最後に、情報収集の力を高めるために、国と協力しながら、今、佐田岬半島の
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ドローンによる情報収集体制の整備を進めてきたところでありますが、佐田岬

半島の避難路 14 ルートを把握するためには、ドローンのバッテリーの関係で飛

行範囲が限られることから、撮影用ドローンと、それを中継するドローンをあわ

せた 23 機を配置すれば全体がカバーできるということが判明し、もう配備が終

わりましたので、これから実際の実証実験を繰り返しながら、速やかな情報収集

体制の能力を高めていきたいということを御報告させていただきたいと思いま

す。以上です。

それでは、この件について、香川県の方から御意見がございましたらお願いし

ます。

〇浜田 香川県知事

ありがとうございました。まずは愛媛県に対して中村知事を筆頭にこの伊方

発電所の安全対策等にご尽力されていること、ただ今のそのドローンの話を踏

まえてですね、本当に心より敬意を表したいと存じます。また、今お話ありまし

た、乾式貯蔵施設の設置に係る変更認可申請あるいは２号機の廃止措置の申請

など、伊方をめぐる最近の一連の動きについてですね、本県としても、電力会社

や国等の動向を注視していかなければいけないと考えております。いずれにせ

よこの伊方の安全対策について、四国４県同じ認識を持つことが重要であろう

と思いますので、本県も伊方発電所原子力防災広域連携推進会議の一員として、

愛媛県はじめ各県と足並みをそろえて取り組んで参りたいと思っておりますの

で、是非よろしくお願いいたします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは徳島県さんお願いします。

〇飯泉 徳島県知事

はい。中村知事さんはじめ愛媛県の皆さん方には伊方発電所の関係につきま

して、四国電力に対してタイムリーな働きかけ、またタイムリーな情報を提供い

ただいておりまして心から感謝申し上げたいと存じます。今、中村知事さんから

お話のありました、廃炉、１号、２号機の関係でありますが、やはりこれをいか

に安全に進めていくのかと、今、乾式の話もいただいたところでありますが、是

非安全性と効率性の向上といったものに研究開発の取組を含めて期待を申し上

げたいと思います。

また防災対策、いつもお声掛けをいただいているところでありまして、広域連

携の推進会議に基づきまして、昨年の 10 月に愛媛県で行われました訓練に本県

職員が参加をさせていただきました。また、更には本年の３月に県内の市町村の
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職員を集めまして、徳島県の中でもそうした対応をしていこうと、その時には愛

媛県の担当の皆様方に御越しをいただきまして、本当にありがとうございまし

た。こうした形で是非これからも四国４県一致結束をいたしまして、あってはい

けないわけでありますが、万が一の場合の避難者の受け入れなどについても事

前にしっかりと取組を進められればと、このように考えております。どうぞよろ

しくお願いいたします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

ありがとうございます。では、高知県知事さん。

〇尾﨑 高知県知事

はい。この伊方発電所の問題について、愛媛県さんから、四国電力に対しても

徹底した安全対策の実施を求めていただいていること、また、検証についても徹

底いただいていることについて本当に敬意を表させていただきたいと思います。

発電所に関して、愛媛県さんより適時、適切な情報提供をいただいていることに

も、大変感謝をしているところです。是非四国電力には、安全管理をさらに徹底

していただきたいと、そのように思っています。また、原子力に関する防災対応

について、引き続き広域連携推進会議の場などにおいて、より一層の連携をさせ

ていただければと思っています。よろしくお願いします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

それでは、一通り御意見いただきましたけども、その方向でしっかりと連携し

ながら進めていくということでよろしいでしょうか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

ありがとうございます。

それでは続いてのテーマ「地方財政」に移らせていただきます。

「地方財政の充実・強化について」浜田知事さんの方から、御提案をお願いし

ます。

〇浜田 香川県知事

はい。ありがとうございます。私の方から令和２年度以降の地方一般財源総額

の確保、また消費税・地方消費税引き上げと社会保障財源の確保について、御提
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案申し上げたいと思います。

また併せて地方法人課税の偏在是正ということも、触れたいと思いますけど

も、地方が責任をもってその実情に沿った行政サービスを担っていくために、令

和２年度以降も現在の一般財源総額の確保、政府の方でそう言った約束になっ

ておりますけれども、引き続きそれが確保されなければならないと思います。そ

ういった中やはり基金の問題に関する議論も出て、継続されると予想されます

けど、実際に今回の西日本豪雨等でですね、関係各県で大幅な基金の取り崩し等

もあったように聞いております。こうした基金等に関する議論というのもです

ね、誤解を招くような議論は容認できないものだとも考えております。消費税・

地方消費税率の引き上げについては、これを着実に実施、10 月１日から８%から

10%に引き上げの確実な実施が必要であると考えておりまして、またその引き上

げ分の一部を活用する社会保障を全世代型のものとするための、新たな政策と

いうものもですね、具体化にあたっては、地方財政運営に支障が生じないよう、

地方で必要な安定的財源を国の責任において確保していただきたいと思います。

そして、地方法人課税の偏在是正につきましても、これもいろいろと飯泉知事の

ほうでもですね、いろいろ活動していただいていると聞いておりますけども、今

回の新たな措置が講じられたわけですけども、まぁ、今回の偏在是正により生じ

る財源について同額を地方財政計画に歳出としてきちんと計上することなどに

よって、より実効性のある偏在是正措置とすべきであると考えておりますので、

御賛同賜ればと考えております。以上です。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございます。

それでは、この件につきまして、高知県さんの方からいかがでしょうか。

〇尾﨑 高知県知事

この緊急提案に賛成であります。国土強靭化のための防災・減災対策、南海ト

ラフ地震をはじめとする災害への備え、地方創生のための取組など、こうした施

策に係る財政需要を適切に算定した上で、一般財源総額を確保するということ

は極めて大事であります。是非、国においてしっかりとした対応を図っていただ

きたいと思います。四国４県および同じ状況下にあります全国の地方公共団体

の皆さんと連携して取り組ませていただきたいと思う次第です。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございます。では徳島県さんお願いします。
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〇飯泉 徳島県知事

はい。全面的に賛成であります。一般財源総額の確保、また偏在是正、大変重

要な点でありますので、この方向で進めていただければと思います。今、浜田知

事さんからも御紹介をいただきました、実は消費税が８%に上がる前の平成 25

年度と 30 年度を比べますと、面積の大きい県あるいは人口が高知県、徳島県の

ように少ない県は非常に一般財源総額が減少しているところであります。やっ

ぱり基準財政需要額の捉え方に非常にひずみが出てきておりまして、ましてや

今度 10%に消費税が上がってくるとなりますと、東京をはじめとするいわゆる大

都市部との間でのいわゆる格差是正がより必要になってくるところであります。

実は尾﨑知事さんにも御賛同いただいて、10 県でもって知事連盟（地方創生実

現財政基盤強化知事連盟）を作らせていただいているところであります。是非、

基準財政需要額の捉え方、こうした点につきましても、是非浜田知事さん、中村

知事さんにも御理解を賜ればと思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

愛媛県からは、今回、西日本豪雨災害で本当にあの三位一体改革以降お金を積

んでおいて良かったなと思いました。あれがあればこそ初動の思い切った体制

が、基金を取り崩してしまいましたけど、できたと思います。国の方でですね、

基金が多いから地方の財政を切れというような乱暴な意見を持っている関係者

もいますけども、絶対言わせないという空気をですね、経験した立場から強力に

言い続けていきたいなと思っております。以上で、賛同をさせていただきたいと

思います。

それでは、「地方税財政の充実・強化に向けた緊急提言」を採択することに、

御異議ございませんでしょうか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

続いてのテーマは「産業・観光振興」でございます。

「四国の新幹線実現に向けた取組みについて」引き続き、浜田知事さんから提

案をお願いします。

〇浜田 香川県知事
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はい。引き続きわたくしのほうから。この新幹線の問題も知事会議でも何度も

取り上げてきておりますが、言うまでもなく日本の国にとって新幹線というの

は、いわば基礎的なインフラと既になっているわけでありますけども、にも関わ

らず、全国で唯一の空白地帯であると。地方創生の取組という中で、政府の言う

地方創生回廊を実現していく中でですね、その回廊が四国だけないということ

になりかねないわけでございまして、こうした点について非常に強い危機感を

抱いております。これまで平成 29 年以降いろんな形で取り組んできております

し、四国アライアンスの調査報告書も公表されておりますけども、国の動きとし

ては、今年も引き続き、幹線鉄道ネットワーク等の在り方に関する調査費が計上

されております。今後、整備計画格上げに向けた調査につなげていただけるよう、

「四国新幹線整備促進期成会」を中心に、これまで以上に、四国全体一丸となっ

て声をひとつにして取り組んでいく必要があると考えておりますので、是非宜

しくお願いしたいと考えております。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ただいまの件について、徳島県さんのほうから。

〇飯泉 徳島県知事

今、浜田知事さんから言われましたように、確かに新幹線、四国だけが今空白

区となっているところであります。そして空白区だけでいいということではな

くて、また大きな目的として、この国の二眼レフ構造あるいは山陽新幹線の代替

機能ということを考えますと、四国新幹線の位置づけというものは、大変重要な

ものがあるかと思います。あともう一つＢ/Ｃ（ビーバイシー）の話が出てくる

わけなんですが、この中に、今入っていないインバウンドの数を是非入れるべき

だと。実は四国４県の国会議員さんが入られて国土交通省の審議官が来られた

時にですね、この話を申し上げたところです。これだけ訪日外国人が増えてくる。

特に 2020 年には 4,000 万人、2030 年には 6,000 万人、もうすでに 3,119 万人と

なったところでありますので、今後のＢ/Ｃ、四国新幹線がいかに価値があるか

といった点は、Ｂ/Ｃを加えることによって大きく変わってくると思いますので、

こうした点についても新たな視点として是非主張をよろしくお願い申し上げた

いと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ではこの件について、高知県尾﨑知事さん。

〇尾﨑 高知県知事
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はい。四国の人口や経済規模というのは、もうすでに先行して整備されており

ます北陸や北海道に比べても、何ら遜色がないわけでありまして、是非四国にも

新幹線を整備すべきだということかと思っています。「四国新幹線整備促進期成

会」を核として、４県が連携して、国に対しても声を上げさせていただきたいと

思いますが、その際は財源の確保、さらには工事費の縮減、工期の短縮が図られ

る整備手法など様々な工夫を加えていきながら対応していくということが重要

であろうかと考えております。是非結束をして取り組ませていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。この新幹線は本当に ＪＲ四国の存続にもかかってくる。収益源なくし

て存続はあり得ないと思います。空白地域の四国、力を合わせて実現へ向けて頑

張りたいなというのも、愛媛県が賛同させていただく理由でございます。

一通り御意見いただきましたが、他にございますでしょうか。よろしいですか。

（意見なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

では、その方向で皆さんと一緒になって協力して頑張ってきたいと思います。

それでは続きまして、「四国における鉄道ネットワークの維持について」今の

件とも関連してきますけども、尾﨑知事さんの方からお願いいたします。

〇尾﨑 高知県知事

はい。この四国における鉄道ネットワークの維持について、今年の３月にＪＲ

四国から管内の路線別の収支が公表されて、多くの路線が赤字であるというこ

とが明らかになりました。四国の皆様にとって、このＪＲ四国の存続問題、どう

やってこの赤字路線を維持していくか、大きな課題となってきている、関心事と

なってきているところであります。この問題については、ＪＲ四国そして私ども

自治体、そして国、この三者がしっかりそれぞれの責任を果たすということが極

めて大事だろうと思っています。ＪＲ四国においても、これまでの間、様々な経

営努力を重ねてこられたわけでありますけれども、例えばサイクリング列車を

もっと大胆に導入するとか、そういう形での新たな工夫というものも、さらに追

加的に是非お願いしたいものだと思っています。そして、私ども自治体も、この

経営の安定に向け、さらなる発展に向け、しっかり様々な努力をしていく必要が

あろうかと思います。

それぞれ４県、工夫をしておられるところと思いますが、高知もこの４月 25
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日に「高知県鉄道ネットワークあり方懇談会」を立ち上げまして、行政、ＪＲ四

国はもちろんの事、関連の民間事業者さんも集まっていただいて、リミッターを

外して議論しようじゃないかと思い、そういうことで議論を開始したところで

あります。そういうことを前提とした上で、国においても、その責任をしっかり

果たしていただくことが大事だと考えています。

そういうことで緊急提言に提案させていただきました４点について、国にし

っかり求めさせていただきたいと思います。１点目。国鉄の分割民営化の際に導

入されました、「経営安定基金による財政支援のスキーム」、現在これが機能しな

くなってきています。新しいスキームの導入が不可欠です。

２点目。このスキームが構築されるまでの当面の措置としてです。令和２年度

までとされております設備投資への助成金や、無利子貸付などの支援制度の期

限を延長する必要があると考えています。

そして３点目でありますが、ＪＲさんと共に、鉄道ネットワークを構成してい

ます第三セクターの路線を維持することも、併せて必要でありまして、この点に

ついて国の支援策が必要と考えます。

そして４点目。先ほど浜田知事から御提案がありましたけれども、やはりしっ

かりとした収益源を持つ必要があります。四国の鉄道を将来に向けて持続可能

なものとするためにも、四国の新幹線の早期実現が大事かと考えています。

この４点について、国に対して求めていきたいと考えています。四国の路線は

全体でネットワークをなしているのであり、一部が悪化したからといって、それ

を廃止すると、ネットワーク効果そのものが失われ、全体として大きなダメージ

を受けることとなります。一つ一つの路線をネットワークの一部として、大事に

今後も存続させていくためにも、国と地方とＪＲ、それぞれが役割を果たしてい

く必要があろうかと考えるところでありまして、是非この提言について、御賛同

いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ただいま御提案いただきました提言につきまして、お願いいたします。

まず香川県浜田知事さんお願いします。

〇浜田 香川県知事

はい。私もこの４点に全く同趣旨で賛同するものであります。「四国における

鉄道ネットワークのあり方に関する懇談会Ⅱ」ということで、議論がなされてき

ておりますけれども、やはり持続可能な地域公共交通ネットワークの構築とい

うことに向けては、事業者ＪＲ、そして地域、我々及び国において、取り組むべ

き内容の検討を深めることが重要で、どこかに押しつければいいというもので
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はないと思いますが、ＪＲ四国に関しては、その具体的な経営努力、また国の役

割・関与を、国においても明確化していくことが必要であると申し上げています。

また県別懇談会ということにつきましては、本県においては、まずは、各市町

等において、事業者に対する考えもあるので、まずＪＲ側と各市町等との意見交

換を行って、現状等の理解を深める必要があると考えておりまして、次回また懇

談会本会が開かれて、いろいろと議論が整理された項目に沿ってその後県別懇

談会ということで立ち上げていきたいと考えております。まず、ＪＲ四国の経営

ということで、やはり国の役割・関与ということが明確化されなければいけない。

国に対して現在の時限措置についての取り扱い、この恒久化や延長を求めてい

くということに加えて、国全体にとって、この鉄道というのが新幹線も含め重要

な役割を担うと、将来にわたって持続可能な公共交通として維持していくため

の抜本的なスキーム、支援が必要なのではないかと考えておりますので、今後と

もこの点についてですね、四国４県連携して取り組んで参りたいと考えており

ます。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは続きまして、徳島県飯泉知事さん。

〇飯泉 徳島県知事

はい。尾﨑知事さんの御提案に大賛成であります。実はＪＲ四国が懇談会を立

ち上げ、４県知事も入っているわけなんですが、前にＪＲ北海道が路線の半分以

上を維持困難とするといったことが噂で出てきたこともありまして、徳島は平

成 29 年度から、国・市町村・県そしてＪＲ、バス事業者も入って、ワーキング

グループを立ち上げまして、次世代、次期の公共交通のあり方の検討をずっと進

めてきたんですね。その中で、やはり鉄道を基軸として、幹線バス、そして地域

のコミュニティバス、さらにはバス路線のないところではタクシー、これらを束

ねる形でのモーダルミックス、これを進めてきたところであります。

また、ＪＲ四国の方にも提案をさせていただいておりまして、実は今回のダイ

ヤ改正の中で牟岐線にＪＲ四国で初めてとなるパターンダイヤ、例えば徳島駅

発を０時あるいは 30 分、こう決めて、そしてそれぞれの沿線のバスと全部リン

ケージをしていく。ただ本数はなかなか厳しいところがあるわけで、その中で利

便性を高める、しかもこれはインバウンドのお客さんの二次交通にも大変役立

つという形を今進めているところであります。

また、特に牟岐線の阿南から南、一番採算の悪い所でありますが、ここは高知

県の方に今、高速バスの大阪行き、あるいは神戸行きがあるわけでして、実は高

知側から入ってくると、乗るのはできるのですが、降りるのはできなかった。し
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かし阿南までの間は、高速バスとＪＲとの連携ということで、乗り降り可能とい

う全国初のものを今回導入させていただいたところであります。

こうした形でさらに先ほど第三セクターの話があり、高知との間の阿佐東線

につきましては、いよいよ鉄路と道路、両方を走ることのできるデュアル・モー

ド・ビークル、ＤＭＶの車両が１台完成し、今年度中に３台となり、いよいよ来

年、東京オリンピックの年には、営業運転を行うことといたしております。

また特に、橋上駅を平面交差の駅にするという意味で、この阿佐東線のエリア

を従来は甲浦から海部駅までだったものを、その一つ徳島よりの阿波海南まで、

ここは平面交差なんですね、ＪＲ四国からこれを買い取り、という形でＪＲ四国

も路線での不動産収入が上がるところでありまして、こうした形での今後の新

たな事業展開、これをモデルとして発信をしていければと考えておりますので、

是非また御協力をよろしくお願い申し上げたいと存じます。以上です。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは愛媛県からですけども、鉄道はやっぱりネットワークの力とい

うのが本当に最大のポイントで、今、採算を細切れに分析をして悪いところから

切ろうというような議論というのは、これは鉄道そのものの魅力を失わせるこ

とになりますから、絶対にこの流れというのは変えなければいけないという強

い意志を持ちたいと思っています。ということで、当然のことながら、各県の検

討会等々で有効策を模索している努力は、今後とも引き続き続けていくという

ことは大前提になって、さらにその上で、今お話があったように、そもそもの分

割民営化をした時の支援スキームが機能していないという前提に立って、国に

は言うべき、大きな声で言うべき時期だろうと思っています。今この段階ではあ

りませんけれども、新幹線という収益事業の確保と、それから経営の体制という

のがやがて議論になってくるのではないかなと思いますけど、いずれにしまし

ても、そのためにもネットワークは維持し続けるということが大事だと、愛媛県

としても賛同させていただきたいと思います。

それでは、「四国における鉄道ネットワークの維持に向けた緊急提言」につき

ましては、採択することに御異議ございませんか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

それでは続きまして、「インバウンド対策の推進に向けた公共交通の充実につ

いて」飯泉知事さんから、引き続き関連で「四国で連携した外国人観光客の誘客
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拡大について」尾﨑知事さんから、御提案をお願いいたします。

それではまず飯泉知事さんからお願いします。

〇飯泉 徳島県知事

はい。実はＪＮＴＯ（日本政府観光局）の香港事務所の調査によりますと、日

本が大好きな訪日リピーターが訪れたい地域 1 位は北海道で、２位がなんと四

国ということでありました。この四国の魅力をより発信をしていく、そのために

は実は今申し上げたインバウンドのお客さんの二次交通、この足が大変重要に

なってくるんですね。その意味では、先ほどから申し上げている、この四国の鉄

道、バスあるいはモーダルミックス、こうしたものをいかにしていくのかという

のが今後の大きな課題テーマとなってくるところであります。

そして来年、いよいよスマホが５Ｇの時代となって、利便性が高くなる

Society5.0 が実現してくるわけです。今、インバウンドのお客さんはほとんど

Wi-Fi を活用し、着地型観光ということで、その時にどこを見に行くのか、何を

食べるのか、全部情報をゲットするということになっていますね。ということで

あれば、ハード面でのモーダルミックスを進めるだけではなくて、ソフト面とし

て、この情報をいかに配信していくのか。例えば駅やバスの位置情報であるとか、

運行ダイヤ、これらをクローズするのではなくて、オープンデータ化を進めてい

く。もちろん、こうしたことに対してはお金がかかるわけでありますので、ハー

ドだけではなくてソフト面につきましても、包括的な地方交通施策に対しての

支援策をしっかり国に求めていくべきだと考えております。特に四国、人口減少

の地域、日本全体が将来そうなってきているわけでありますので、是非四国から

そうしたモデルを、一歩先の未来を打ち出すことができればと、このように考え

ておりますので、是非御賛同をいただければと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。関連して、尾﨑知事さんお願いします。

〇尾﨑 高知県知事

はい。私からはこのインバウンド振興について、飯泉知事の御指摘に多いに賛

成させていただきます。併せて関連もしますが、３点お話ししたいと思います。

１点目。四国４県が一層連携して行う誘客事業が、非常に有効だということで

あります。そういう意味において、本年３月、四国ツーリズム創造機構さんが日

本版ＤＭＯになられたところであります。是非このツーリズム創造機構と連携

をした対応をさせていただきたいと思います。引き続き協力体制を敷いていた

だきますようにお願い申し上げます。
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またインバウンド対策の推進の観点からも、飯泉知事からもお話のありまし

た、公共交通の充実ということが、極めて重要でありまして、鉄道ネットワーク

の維持、さらには路線バスとか路面電車とかそういう地域の公共交通をしっか

りと維持、守っていくということが、大きな意味においてインバウンド振興にも

つながっていくだろうと考えています。この点において、国においても、是非し

っかりとした支援制度を作っていただきたいと思っています。

国際観光旅客税についてでありますけれども、こちらを使った、包括的な地方

の交通施策への支援制度の創設、この御提案に大いに賛成をさせていただきた

いと思いますが、加えて、様々な形で地域の観光資源を磨き上げていく必要があ

る、公共交通機関との接続、さらに接続した先における、地域の資源の磨き上げ

も大きな課題です。是非、国際観光旅客税について、地域の観光振興全般に資す

る観点から、この拡充などについて、御検討いただきたいと常に考えております。

一足飛びにはいかないでしょうが、徐々に、対象拡大につながっていくように、

是非連携して、声を上げさせていただければと思う次第でございます。以上です。

〇座長（中村 愛媛県知事）

ありがとうございます。それではこの件について浜田知事さん。

〇浜田 香川県知事

はい。両知事の御意見に全く賛成でございます。やはり交通体系というものが、

インバウンドのお客さんにとって非常に重要であると思います。飯泉知事の言

われたような、いわゆるＭａａＳの考えも取り入れた二次交通がシームレスに

繋がっていくような、それが外国人が利用しやすいということは重要なことだ

と思っています。我々が実際に逆に外国に行った時にどういう風に不便を感じ

るかというような点も踏まえてですね、さらにいろんな Suica 等の利用につい

てはですね、普及というようなことも 10 カードの話もありますけれども、そう

した点もハード・ソフト両方からですね、充実していかなければいけないと思っ

ております。

また、尾﨑知事がおっしゃったようにですね、四国全体を周遊していくという

観点で、もともとそういうお客さんが多いと思うんですが、あるアンケートによ

るとやっぱり個別の各県ごと、あるいは四国の観光地ごとの知名度よりも、四国

というものについての知名度がより高いというふうな調査もあるそうです。や

はりそこはですね、一つ一つの入り口も大事ですけれども、四国全体で受け入れ

て、いかに長期間滞在してもらうかということを、いろんな形でですね、ブラン

ド化をしていきたいと。活性化をそれぞれの地域の活性化に繋げていくかとい

うことが大事だと思いますので、全面的に賛成して、一緒に取り組んでまいりた
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いと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございます。

かつて松山市長の仕事をしていた時に、松山市という単独の市での視点から、

観光政策を考えざるを得なかったのですが、本当にそれは限界があって、やっぱ

りメニューが不足する、情報発信力は限られるということで、やっぱりメニュー

は多様化すればするほど訪れる人には魅力的な地域に映りますんで、四国の連

携について大いに賛同させていただきます。そしてまた先ほど御提言があった、

地域交通システム、これは本当にインバウンドの方々向けにそれぞれの地域に

よって取組のやり方が違うと思うので、御提言にあります、包括的な支援制度、

使い勝手のいいですね、地域ごとに自由度がある支援制度の創設は大賛成でご

ざいますので、さらに外国人観光客につきましても、来年は東京オリンピック・

パラリンピックがありまして、その翌年には四国デスティネーションキャンペ

ーンが決まったということなので、このチャンスを生かさない手はないという

ことで、四国ツーリズム創造機構を中心に連携をしていきたいと思います。

それでは、一通り意見いただきましたけれども、他に御意見ございますでしょ

うか。よろしいですか。

（意見なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。どうもありがとうございます。

それでは続きまして「サイクリングアイランド四国の実現」について、私の方

から話をさせていただきます。

一昨年にサイクリングアイランド四国推進協議会が設立されました。４県で

このサイクリングというものを切り口に連携を強めていこうということで、進

んでいるところでございます。

今年度中に各県及び国の協力により、四国一周路面案内ピクトの整備完了を

予定しています。また、四国一周チャレンジ 1,000 ㎞プロジェクトを始めてい

ますけども、御報告ですが、５月末現在で、登録者が 1,761 名にのぼっていまし

て、すでに完走者が 427 名と順調に増加しています。そして、それがまたＳＮＳ

や口コミでどんどん広がりを見せていますので、さらに拡大をしていくと思っ

ています。四国アライアンスの協力も得まして、おもてなしサポーター制度を創

設し、今、90 施設が認定を受けたところでございます。いずれにしましても、

世界からやってきますので、四国統一のおもてなし体制であるとか、案内標識で
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あるとか、こういった取組も重要になってまいりますので、この点について、Ｊ

Ｒ四国に対しても、サイクルトレイン等の問題について、要望を提出していきた

いというふうに思います。

なお、今年の 10 月上旬に台湾から、自転車新文化基金會トニーさん御一行が、

四国を走りに来られますので、また是非それぞれの県での受入れ体制の御協力

をお願いできたらと思います。

では、ただいまの提案について、御意見いただけたらと思います。まず、高知

県尾﨑知事さんからお願いします。

〇尾﨑 高知県知事

はい。このＪＲ四国への要望書について、大いに賛成であります。サイクリン

グアイランド四国の実現を図りたいという中村知事のイニシアチブに関して、

我々も大変賛同させていただいておりまして、例えばブルーラインの整備であ

りますとか、サイクルオアシスの整備などを進めているところでありますが、な

お一層、ダイナミックな形でサイクリングを楽しんでいただけるようにするた

めにも、例えば高知と愛媛の県境部において予土線×サイクリング、この取組を

もっともっと強化できると思うんですね。車で来た、そして駅で車を置いて、自

転車を持って、その予土線に乗ってずっと行った先で降りてサイクリングで帰

ってくる。そういう形で、スキーで言うところのリフト的に、予土線を活用する

ことで、いわゆる予土線に乗る理由というのが出てくる。通勤・通学の方、人口

が減っている中でこれだけには頼っていられないという中において、こういう

形で、新たな需要を作り出すということは可能だろうと思います。

私は国土交通省の担当者にも話を聞いてみたのですけれども、このサイクル

トレイン、これを行っていく上での制約というのは、比較的乗り越えられるとい

うことだそうでありまして、これはＪＲ四国さんも御存知で、その対応も図って

いただけるところかと思いますが、これまでの一種のお試しの段階から、いよい

よ本格的な段階に是非進めていただきたいものだと思っています。いろんな意

味において、地方創生の観点からもＪＲの経営改善という観点からも、良いこと

ではないかと思っています。また 10 月の、トニー氏をトップとする訪問団との

面会も大変楽しみにさせていただいています。是非共に取り組ませていただき

たいと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

ありがとうございます。それでは浜田知事さんお願いします。

〇浜田 香川県知事
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サイクリングアイランド四国というのは、四国の魅力を全体として広く国内

外に発信する極めて重要な素材だと考えております。そのために４県が連携し

て引き続きしていくことが必要だと思いますが、香川県は昨年度の四国一周ル

ートに加えて、さらに県内の４地域の地域ルートの設定もいたしました。また、

そうした４地域のルートの英語・中国語・韓国語等のマップも作成しようと考え

ております。いずれにせよ御提言にあるようなことも含めたいろんな利便性の

向上に取り組む必要があると考えておりますので、ＪＲ四国への要望につきま

しても、是非実現するよう賛同したいと思います。なお、トニー・ローさんが来

られるということで、私以前にお会いしたことありますけども、本県においても、

歓迎したいと考えております。以上です。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。では飯泉知事さんお願いします。

〇飯泉 徳島県知事

はい、ありがとうございます。「サイクリングアイランド四国」の実現に向け

て、今回の提言、大賛成であります。徳島も実は平成 21 年度から牟岐線～日和

佐間でのサイクルトレインを皮切りといたしまして、例えば「ツール・ド・にし

阿波」であるとか「四国の右下」ロードライド、こうした時には、サイクルトレ

インをＪＲ四国の方にお願いをして走らせております。そして昨年につきまし

ては、「サイクルトレイン阿波池田」を観光と合わせて走らせるということをや

っています。

そしてもう一つ大きい話として、実は兵庫県との間で、大鳴門橋に自転車を走

らせられるようにしようということで、風洞調査などを今行っているところで

す。いわゆる淡路島一周の「あわいち」が非常に人気があります。それと今、四

国４県で中村知事さんの音頭で進めている、この四国全体の一周を結びつける

ことができれば、世界的にも大変注目をされてくるんじゃないかと思いますの

で、しっかりとまずは四国の体制を固めて、そして、もし大鳴門橋を自転車で行

けることができると、巨大なリングが二つ出来上がりますので、またよろしくお

願いしたいと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

それでは、この「サイクリングアイランド四国の実現に向けた要望書」を採択

することに御異議ございませんか。

（異議なし）
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〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

それでは、続いてのテーマ「『四国八十八箇所霊場と遍路道』の世界遺産登録

について」浜田知事さんの方から御提案お願いします。

〇浜田 香川県知事

はい、ありがとうございます。この四国八十八箇所霊場と遍路道の世界遺産登

録、ずっとこの４県共通で、新幹線同様、取り組んできております。人類全体の

生きた資産ということで、将来の世代に引き継いでいくためにも、世界遺産登録

を実現しなければならないと思っていますが、その前のいわゆる国内暫定一覧

表への掲載がいまだ実現しておりません。平成 30 年度からは四国遍路の世界的

価値を検討するための「普遍的価値の証明」研究会というものを推進協議会に設

けておるわけですけれども。またこの１月にはシンポジウムを高知県さんにお

いて開催していただきました。こうした中ですね、国として暫定一覧表に記載さ

れた資産が少なくなってきています。いわゆる前方後円墳等のあの巨大な古墳

群も、登録に向かって進んでおりますので、我々としてはですね、やはり札所寺

院と遍路道の文化財保護法による保護措置を計画的に進めるとともに、速やか

にこの暫定一覧表への追加記載がなされるよう、引き続き強く働きかけていき

たいと思いますので、どうか御賛同願いたいと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。この件について、まず徳島県飯泉知事さん。

〇飯泉 徳島県知事

はい。全面的に賛成であります。文化庁の方から指摘を受けておりました「資

産の保護措置」をしっかりと、ということにつきまして、徳島におきましては、

平成 30 年２月に国史跡の「阿波遍路道」に「焼山寺道」2.4 ㎞を追加指定いた

しまして、合計で 15.9 ㎞となったところであります。また、新たな財源制度と

して、昨年からふるさと納税制度を活用したガバメント・クラウド・ファンディ

ング制度で遍路道の保護はもとよりのことでありますが、世界遺産に向けた機

運醸成にもお金を使わせていただいているところであります。今、浜田知事さん

からも話がありました、「百舌鳥・古市古墳群」が今年の夏、世界遺産委員会で

議論されるとなりますと、残ったのは６つだけなんですね、リストに残っている

のは。まさに追加記載の必要性が非常に高まってきた。もっと言うと、絶好のチ

ャンスが訪れたということでありますので、是非４県、結束をしてしっかりと取
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組を進めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは続きまして高知県尾﨑知事さん。

〇尾﨑 高知県知事

はい。四国の世界遺産登録について、本県においても一つ一つの史跡について、

史跡指定を受けていく取組を着実に積み上げていっているところであります。

また民間の皆様、高知県商工会議所女性会連合会の皆さんが、遍路道を表示する

「しるべ石」の設置をして、お接待をされたり、あるいは官民協働で、この取組

を進めようとしているところです。今後も是非一つ一つの史跡指定を積み上げ

ていきたいと考えますし、国に対しても、いわゆるノード一つ一つに着目するに

とどまらず、ネットワーク性というものを評価していただいて、これを世界遺産

としての価値として世界に訴えていただく、そういう視点の切り替え、視線の拡

大といいますかね、そういうものを共同して訴えていきたいというふうに思っ

ています。

ネットワークであることがこれだけ素晴らしいインバウンドのお客様を引き

付けるという形で、現代においても支持を得ておるわけですから、しっかりその

意義というものを訴えさせていただきたいと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

この件に関しては、浜田知事さん、代表でスペインに行っていただいたり、一

番御苦労をかけておりますけれども、感謝申し上げたいと思います。本当にチャ

ンス到来ということで、力を合わせて暫定リスト入りを目指したいというふう

に思います。

それでは、この件に関して、他に御意見ございますでしょうか。よろしいです

か。

（意見なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

では、協力して頑張っていくということでまとめさせていただきます。

それでは続いてのテーマは「医療」でございます。

まず「医師偏在指標に基づく医師確保対策について」浜田知事さんから、引き

続き関連で、「ドクターヘリの運航に対する財政支援及び医療提供体制推進事業
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費補助金制度の改善について」私の方から提案させていただきます。まず、浜田

知事さんお願いします。

〇浜田 香川県知事

はい。ありがとうございます。このいわゆる医師確保対策というのが国全体の

課題になっているところですが、今回、厚生労働省が示しました医師偏在指標は

ですね、これまでの人口当たりの医師数だけでは考慮されていない「医療ニーズ」

とか「医師の性別・年齢別分布」等の観点を反映させたり、これはそれで参考と

なる要因とはなっていると思いますが、問題はその国のガイドラインではです

ね、医師確保計画策定ガイドラインでは、こうしたその医師偏在指標をもって、

今後の医師確保対策としてはですね、医師多数三次医療圏とされる都道府県は、

「当該都道府県以外からの医師の確保を行わない」とか、「目標医師数を既に達

成しており、新たに医師確保対策の立案することを抑制する」といった、かなり

乱暴な方針が示されております。

さらに医師需給分科会においては、「医師小数県以外は、今後、いわゆる地域

枠ですね、大学に対して、地域枠や地元出身者枠の増員を要請することはできな

い」ようにする、あるいは「専門委員制度の専攻医の定員の上限制限、いわゆる

シーリングをですね、診療科別の必要医師数を上回る都道府県全体に拡大する

など、すでにですね、その指標のいわゆる医師確保上位県について、すでに医師

が充足しているという大前提でおいたような議論になっておりますが、こうし

たことは極めて乱暴な議論で、遺憾であります。上位県、中位県、下位県と区分

をしてですね、ちょっとなんかレッテル張りみたいになってるような気もする

んですけれども、香川県も医師が多いと言う多数県ということになるんですけ

ども、それは高松周辺の一部ということであってですね、全く少数の地域が、二

次医療圏があって、その県内格差というのも、当然生じているわけなんですが、

そうした点が何と言うんでしょうか、十分考慮されてないというようなことで、

本当に医師確保対策がうまくいかないと思いますので、４県連携してですね、今

回の医師偏在指標を推定されて、そういった指標のみをもって、今後の医師確保

対策に軽重がつけられることがないようにしていただきたい。

また、医師の高齢化が全国より進行している四国において、将来の若手医師の

育成を制限してしまう、あるいは急激な専門医の減少を招くような政策はです

ね、是非再検討していただきたい。このように考えて提案する次第でございます。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは、この件について、私のほうからも提案がございます。

まず、私の方から、香川県浜田知事の提案に対して、簡単に述べさせていただ
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きますね。もう、おっしゃる通りだと思いますし、この医師偏在指標、暫定的に

公表されたと聞いておりますので、これが独り歩き、参考にはなるけれども、こ

れが全てではないと。都道府県ごとに事情も違いますし、むしろこれがいつのま

にか根拠になるものとして扱われて、全てがこれに従って動いていくというの

は非常に危険ではないかなと思っていますので、この医師指標のみをもって医

師偏在方針を判断していくことのないように、声を上げるというのは全く同感

でございますので、是非賛同させていただきたいと思います。

私の方からは、もう一つは、これももう簡単に。いつも言っていることなんで

すが、ドクターヘリの運航財源についてでありますけども、あれだけしつこく言

い続けた結果ですね、毎年のように紙切れには１行目にドクターヘリ事業には

100%当てています、という文言が入るようにはなった。でも統合補助金について

は、例年通り削られていると。全くのこれはもう本当にお話にならないことであ

りまして、更に言い続けていかなければいけないなという意を強くしていると

ころでございます。国の責任は 1/2（ドクターヘリの運航経費については国が事

業の 1/2 を負担）という明記がある以上は、しっかりと果たしていただきたい

ということで、御賛同頂けたら、幸いに思っております。

それでは、ただ今の二つの提案について、まず高知県尾﨑知事さん。

〇尾﨑 高知県知事

はい。この度、国が公表した医師偏在指標でありますが、従前に比べれば、改

善はされている点はあると思っています。というのは、従前は単に医師数を県民

の数で割って、その過多を論ずるということでありましたが、今回はその他の要

素も十分に考慮されるようになっており、大いに改善されていると思っていま

すけれども、ただやはりこの偏在指標でもって、よりきめ細かな見方、分析をし

ていただいて、対応策を考えていただくということも引き続き重要だろうと思

っています。実際この偏在指標によって、医師多数県とされたところでも、本県

を含めて二次医療圏別でみますと、医師が少ない医療圏を有している県がたく

さんあります。逆に言うと、医師多数県とされた 16 都道府県のうち、二次医療

圏で見た時に、医師少数医療圏がない都道府県は、たった３県しかないんですね。

そういう意味において、二次医療圏において医師が少ない大変だという状況を

踏まえて、それに対応するために様々な政策を各県が展開をしてきた、その事に

ついて十分その経緯も踏まえ、尊重して対応していくということも、また大事だ

ろうと、そのように思っています。私は今、社会保障常任委員長を知事会の中で

務めさせていただいていまして、この件について、他の県からも懸念の声という

のは上がってきているところであります。是非全国知事会として、これに対して

政策提言をしっかり行っていきたいと思っています。健康立国宣言に基づいて、
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ワーキングチームを立ち上げ、それに基づいて横展開の取組をするとともに、併

せて国との意見交換の場というものを設けて、その事についても議論をさせて

いただいているところでありますけれども、こういう場も活用していきながら、

しっかりこの問題について、国に対して丁寧な対応を求めていきたいと考えて

います。併せてドクターヘリの問題について、本県においても、昨年の速報値で

ありますが、ドクターヘリの運航実績は 661 件ということでありまして、本県

にとってこのドクターヘリの運航というのは、無くてはならないという状況で

す。本県としても、医療提供体制推進事業費補助金の十分な財源確保を国にお願

いをしたいと考えております。連携して提言をさせていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。では、徳島県飯泉知事さん。

〇飯泉 徳島県知事

はい。浜田知事さん、また中村知事さんの案には大賛成であります。

まず浜田知事さんの方からお話をいただいた医師の問題でありますが、今ま

でも地域偏在や診療科偏在、こうしたものが課題だったんですが、今これに加え

て医師の高齢化が大変重要な点となってきているところでありまして、確かに

人口 10 万人でいきますと、徳島は全国でも有数に充足されていると言われるわ

けでありますが、今の点がまずは大きな課題になっているということでありま

す。そして今、尾﨑知事さんからもお話が出ましたように、確かに人口 10 万人

で割ることよりも、今回の表現の仕方というのは、確かに実態に近いといった点

はあるわけですが、しかしそうは言っても、へき地の状況といったもの、こうし

た点については、一切配慮をされてない点でありますので、やはり医師不足の現

状から考えると、非常にかい離をしたものだと、このように考えます。

また本県も全国知事会の「地域医療の担い手確保ワーキングチーム」のリーダ

ー県を務めているところでありまして、この中でも、この地域偏在や診療科偏在

に適切に対応するために地域に必要な医師数が十分に確保されるまでは、医学

部の臨時定員増を延長することという形で、国に提言をさせていただいている

ところです。

また、専攻医募集のシーリング、これもとんでもない話でありまして、拙速に

議論が今進められようとしておりますので、日本専門医機構あるいは厚生労働

省もしっかりと我々の方に、もっと説明をしていただく必要があるんじゃない

か、これを強く求める必要があると思っております。また、ドクターヘリはおっ

しゃる通りです。その前にドクターヘリの関係でありますと、ここの枠とはちょ
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っと違う、関西広域連合の関係ですが、このドクターヘリの運航は徳島が担当し

ており、この７機の部分と高知県、そして昨年は新たに愛媛県も入っていただい

たところでありました。四国・関西の二重三重のセーフティネットに大変御貢献

いただいているところでありまして、心から感謝を申し上げたいと思います。

それと、香川県におきましても、今年度からドクターヘリの導入について、検

討されるとお聞きしているところであります。大変ウェルカムと考えておりま

すので、是非進めていただきまして、しっかりと体制構築ができるように、よろ

しくお願い申し上げたいと思います。

そして、中村知事さんが言われた点については、これまでも何度か求めて、実

は厚生労働省が、ドクターヘリだけ統合補助金から出すと、１回概算要求された

んですね。ところが最終的には、財務省の査定でまた戻されちゃった。その代わ

り 100%ということになり、他の統合補助金がより厳しくやられたという経緯が

ありますので、きっちりとこれを分けると。統合補助金は統合補助金で、ドクタ

ーヘリはドクターヘリで、ちゃんと 100%確保するとした形で、是非要望を続け

ればと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは「医師偏在指標に基づく医師確保対策に関する緊急提言」及び

「ドクターヘリの運航に関する財政支援及び医療提供体制推進事業費補助金制

度の改善に関する緊急提言」について、採択することに御異議ございませんか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。どうもありがとうございます。そのように諮らせていただきます。

次に「その他」に入らせていただきます。「地方創生のさらなる推進について」

まず、尾﨑知事さんから御提案お願いします。

〇尾﨑 高知県知事

はい。御案内のように、第２期の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定

に向けて、現在様々な検討が行われているところであります。その中において、

今後、国には是非取り上げていただきたいと思いますのが、地方におけるデジタ

ル技術の普及・促進ということです。デジタル技術の促進が様々な形で産業の在

り方を変えてきている中において、地方においても、デジタル技術×地場産業の

取組を通じて、様々なゲームチェンジを起こすことが可能な状況が見えてきて

いると思っています。それぞれの県でそれぞれの取組をされていると思います
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が、本県も施設園芸農業の取組について、デジタル技術を生かした高度化とそれ

に伴うオープンなコミュニティづくりを通じた施設園芸関連産業群の創出、そ

ういうチャレンジをさせていただいているところです。このデジタル技術は、本

当に期待が出来るわけですが、ただ逆に言いますと、今後５Ｇの普及・促進の過

程において、仮に首都圏など都市圏中心に５Ｇの普及が進み、地方部における普

及が遅れるということになると、決定的な形で都市と地方の間で格差が開いて

しまうということになるのではないかと懸念されるところです。

先日、信号機を、５Ｇの基地局として利用しようという報道もありました。大

変ウェルカムであります。しかし、本県には、信号機が１個しかない町村があり

ます。そういうことを考えると、それは大変歓迎なのですが、それだけでは、ま

だまだ足りません。中山間地域においてこそ、５Ｇを生かして、多くの新たな展

開、もっと言うと、ゲームチェンジにつながる取組ができる可能性があるところ

です。是非とも５Ｇの普及・促進については、東京一極集中是正のためにも、地

方を大いに重視して展開するということを、政府の方でしっかりとした対応を

していただきたいと考えています。

今度の富山における全国知事会議でも、このデジタル技術の普及については、

大変大きなテーマになると伺っているところでありますけれども、是非、「地方

にこそ５Ｇの普及を」と、大きな声で四国の皆さんと共に訴えさせていただきた

いと思います。またよろしくお願いします。

因みに、この点において、全国知事会の情報化推進ＰＴの飯泉知事がリーダー

であります。是非こちらについてもですね、ＰＴにおける議論の展開も、本当に、

是非お願いを申し上げたいと思います。よろしくお願いいたします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ではこの件について、まず香川県の浜田知事さんから。

〇浜田 香川県知事

はい。この点は本当に尾﨑知事のおっしゃる通りで、これまでの４Ｇに比べて

カバー力が小さい、したがって多くの基地局が必要。また、基地局までの光ファ

イバーの整備も必要ということになりますので、採算性の面で、中山間地域や離

島などでの整備が進まないのではないかということを、私も大変懸念しており

ます。このため新たな情報通信格差ということが生じて、地域の活力低下を招か

ないように、いわばユニバーサルサービス的な視点で、国に早期整備に向けた取

組を全国あまねくですね、格差が生じないように求めていく必要があると考え

ており、御提案に賛同したいと考えております。



33

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは、この件について飯泉知事さん。

〇飯泉 徳島県知事

はい。まさに大賛成であります。実は、今この５Ｇ、いよいよ来年から皆さん

方が使われているスマホの４Ｇが５Ｇという形になるわけでして、Society5.0

が本当に具現化をする。尾﨑知事さんから言われたように、今年の夏の富山での

全国知事会のテーマは、実は Society5.0 への対応となる予定です。ということ

で、情報化ＰＴにつきましても、広くこの Society5.0 に対応するというテーマ

に切り替えて、ＰＴメンバーを新たに募集もさせていただいているところであ

ります。ぜひこの５Ｇの時代、先ほどインバウンドの話でも申し上げたところで

ありますが、大都市部中心になる、実は可能性、きらいがあるということで、是

非地方でこそ遠隔医療をはじめとして、非常に有効に使える。場合によっては２

次交通、また無人走行、こうした点についても大きなツールとなってまいります

ので、地方でこそといった観点を強力に打ち出していく必要があるのではない

か。皆さん方と共に今回の富山県での全国知事会、ここは大きなポイントとなり

ますので、四国からも大いに声を上げてくれたらと思います。よろしくお願いし

ます。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。この５Ｇ基盤の整備の進め方は、右を選ぶか左を選ぶかで全く異なる姿

になるということだろうと思いますし、片方を選ぶと致命的な格差の拡大が待

っていると、片方を選ぶと、劇的な格差解消が待っているという問題ではないか

なと思っていますので、ここはもう本当に地方にとっては生き残りをかけた勝

負どころの話になるんじゃないかと思いますので、是非協力しながらやってい

きたいと思っております。

それでは一通り御意見いただきましたが、他に御意見ございますでしょうか。

（意見なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

では、協力してその方向で取組を進めていきたいと思います。

続きまして「『消費者庁等の徳島移転の実現』及び『地方消費者行政交付金の

強化・拡充』について」飯泉知事さんのほうから。

〇飯泉 徳島県知事
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はい。まずは、御礼から申し上げたいと思います。徳島県に、いわゆる出先機

関ではなく、新たな消費者行政・教育の政策創造の場である消費者行政新未来創

造オフィスが平成 29 年７月 24 日に展開し、国の方からは３か年の実証となっ

ているところであります。そうした中、先般５月 24 日でありますが、消費者委

員会が設置をしております、検証専門調査会からプロジェクトについての一定

の評価が出されました。そして今回のこの徳島での取組といったものが、消費者

行政の進化に大変寄与すると。そして、その一番のポイントとして、その成果が

得られた過程がポイントになるわけでありますが、徳島及びその周辺地域の地

方公共団体、消費者団体等の積極的な協力が得られたからこそ、ということが入

っております。これは四国３県の皆様方からも、オフィスの方に職員を派遣いた

だいているところでありまして、そうした意味では、また浜田知事さんがよくお

っしゃっていただきますが、この四国知事会の場、全国知事会の場でも、今回の

この消費者行政、この移転がなければ、地方創生の意味がないのではないかと、

力強くいつもおっしゃっていただいておりました。

そうした意味ではつい先般、月曜日でありますが、衆議院の消費者問題に関す

る特別委員会、土屋委員長以下、皆さんにおいでいただきまして、大変評価を頂

いたところでもあります。是非地方創生の一丁目一番地として、昨年の９月１日

には、総理も直接お越しをいただきましたので、これを何としても四国の地から

実現ができますように、これからも御協力を賜ればと思います。

いよいよ６月に、まち・ひと・しごと創生本部、本部長は総理でありますが、

ここで今後の方向が定められるということになりますので、どうぞよろしくお

願いを申し上げたいと思います。

そしてもう１点は、地方消費者行政の交付金の充実・強化についてであります。

いよいよ成年年齢が 2022 年４月１日から 18 歳に下げられることとなりますと、

今の高校生が 18 歳になりますので、ここから若年者の消費者被害が出てくる可

能性があるわけでありまして、こうしたものをしっかりと守り育てていかなけ

ればならないということであります。そうした意味では、今申し上げた交付金は、

地方公共団体が提案型でこの事業を行っていくものであります。また、一つの団

体だけではなくて、複数で連携をする広域連携も対象になるものでありますの

で、是非その強化・充実につきまして、提言をしていただきますように、御協力

方よろしくお願い申しあげたいと思います。以上です。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。この件に関しまして、まずは高知県尾﨑知事お願いします。

〇尾﨑 高知県知事
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緊急提言に大いに賛成であります。これまでも、徳島県さんを中心に、この消

費者庁移転の取組を進めてこられました。こうした中で、今年の９月には、Ｇ20

の消費者政策国際会合が徳島県で開催される、こういう広がりが出てきている

わけであります。これまでの徳島県さんの取組について、心から敬意を表させて

いただきたいと思います。これを、しっかりより大きなものにしていくというこ

とが大事であります。政府機関の地方移転について、国がより本格的に取り組む

こととなるように、しっかりと、声を上げていくことが大事だと思います。

また、地方消費者行政交付金予算の総額確保、これも是非連携させていただき

たいと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは、香川県浜田知事さんお願いします。

〇浜田 香川県知事

はい。まさに飯泉知事さんがおっしゃいますとおり、政府関係機関の地方移転

というのはですね、地方創生実現のために、非常に重要な取組だと考えておりま

す。そういった中、徳島の消費者行政新未来創造オフィスにおかれてはですね、

全国展開も展望して、色々とモデルプロジェクトを積極的に推進しておられる

ということで、香川県としてもですね、消費者行政の発展・創造の拠点となるこ

とを、大いに期待しております。

また、交付金の強化・拡充ということは、本当にこの地域の実情に即した柔軟

な支援制度の創設が必要だと考えておりまして、交付金の安定した財源確保、強

化・拡充が重要とわたくしも考えております。大いに賛同したいと存じます。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。地方においてもそれぞれの県でサテライトオフィスを創設したり、働き

方改革を進めたりする時代。東京もそろそろ全国を舞台に考えていく、本格的に

考える時代に来ていると思いますけども、そういう意味では、これは非常に重要

な第一歩でありまして、もしこれで何も残らなかったら、単なるアリバイ作り、

そういう話になってしまうという問題だと思いますので、成功例を作ることに

よって、さらなる他の地方移転もですね、進むという引き金になろうかと思いま

すので、是非頑張っていただきたいと思います。

それではこの「『消費者庁・消費者委員会及び国民生活センターの徳島移転の

実現』及び『地方消費者行政交付金の強化・拡充』に向けた緊急提言」は採択す

ることに御異議ございませんか。
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（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。

それでは、続きまして「参議院議員選挙における合区の解消について」尾﨑知

事さんの方から御提案をお願いします。

〇尾﨑 高知県知事

はい。ありがとうございます。参議院議員選挙における、この合区の問題であ

りますけれども、これまでも、全国知事会として飯泉知事のリーダーシップによ

って声を上げていただいてまいりました。徳島・高知、鳥取・島根の合区を認め

てしまい、恒久化してしまうと、どうなるか。日本全国で次々と合区が進んでい

くことになります。何十もの県が合区ということになる。そうなるとどうなるか。

地方の議員はどんどん減って、首都圏の議員がどんどん増えて、政策はどんどん

首都圏中心のものになる。それで本当に日本がいいのか、という問題であります。

ですから、高知・徳島の問題として合区を容認してはいけませんし、もっと言う

と、日本全国の問題として、この合区を容認してはいけないということなのだと

思っています。今回、そういう中でいわゆる「特定枠」が導入されて、各都道府

県から少なくとも一人は代表を出すことが可能となった制度、こういうものを

設けていただいたことについて、本当に厳しい条件の中で大変な御配慮をいた

だいたものとして感謝をいたしているところです。このことは大変感謝をしな

がら、他方で、合区解消について取組の手を緩めるということには当然のことな

がらならないのでありまして、引き続き私どもとして、合区の解消ということを、

強く訴えていくことが大事だろうと思います。憲法の改正などを通じて、地方自

治の重要性ということについて、より重点的に憲法の中で、現状を正しく評価す

る形で位置づけていくことによって、地方自治の重要性と、併せてこの平等権の

問題と一票の格差是正の問題との両方が勘案をされて妥当なところに制度が落

ち着くという、そういう議論の展開がなされることを望むものであります。是非

全国知事会において、声を上げていく必要がある問題だと思っていますが、まず

はこの四国４県の中でしっかりと合意をさせていただきたいと思う次第です。

よろしくお願いいたします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。本件に関して、徳島県知事さんの方から。

〇飯泉 徳島県知事
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はい。尾﨑知事さんの御提案に全く賛成であります。というのは、３年前に憲

政史上初、参議院が合区で選挙をされた。その結果は一体どうだったのか。実は

高知県が投票率が最下位、徳島県がブービー。さらには鳥取県はとうとう参議院

議員を出すことができなくなったということで、地方六団体を挙げて合区の解

消をと、ちょうど昨年の４月、全国町村会館におきまして、決起大会を行うこと

ができました。そして主要政党の代表全てに出て来ていただいて我々地方六団

体の思いをぶつけたところでありました。その結果としては、尾﨑知事さんから

お話がありましたように、残念ながら合区の解消には至らなかったわけであり

ますが、しかしどの県からも一人は必ず出すことのできうる体制ということで、

「特定枠」が設けられたところであります。しかし我々としてはこれで満足をす

るのでは毛頭ないわけでありまして、なんとしても合区を解消しなければなら

ず、その一番の原因は日本国憲法第８章第 92 条の地方自治の本旨ということ、

曖昧模糊の物だけですまされている、この点が大きな課題であり、全国知事会の

総合戦略・政権評価特別委員会におきまして、この憲法改正の草案も世に出させ

ていただいたところであります。また参議院選挙の時には、必ず各政党に全国知

事会からの総意を提案し、公約に入れて欲しいと。５月 22 日には総合戦略・政

権評価特別委員長として自民党をはじめとする主要６政党全て政調会長に会っ

ていただきまして、合区の解消そして、憲法改正についても提言をさせていただ

いたところであります。それぞれの政党の方からも異論はなかったところでも

あります。是非皆さん方と共に一日も早く、今回はできなかったわけであります

が、合区の解消に努めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。この件について、香川県浜田知事さんお願いします。

〇浜田 香川県知事

私もですね、まだ前回選挙によって合区の選挙が実施されてしまったことを

非常に大きな問題であり、地方の衰退に拍車がかかることが強く懸念される事

態になっていると思います。今回は「特定枠」の導入ということがなされて、こ

れらについてはですね、飯泉知事はじめ知事会の働きかけが、一定程度、効果が

あったことと思われますけども、やはりこのまま二院制における参議院の役割

を考えた時にですね、この合区がいわば固定化されるような、放置するようなこ

とは絶対できないと思っております。今後も二院制における参議院の役割を踏

まえて、早急に解消するということで、選挙制度の抜本的な見直しを行うよう、

強く求めていく必要があると考えております。
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〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。実際に合区になった徳島・高知の隣の県ということで、両県民の皆さん

の声を聞くことも、他の地域よりは多いと思いますし、また、投票率を見てもで

すね、これは問題ありと言わざるを得ない。ここを放置しておけば、必ずあそこ

にも前例があるから、という次の議論に繋がっていく芽を残すことになる。むし

ろここで解消ということになれば、選択肢からなくなっていくという重要な問

題だと思いますので、大いに四国の一員として賛同させていただきたいと思い

ます。

それではこの「参議院議員通常選挙における合区の解消に関する緊急提言」こ

れを採択することに御異議ございませんか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。どうもありがとうございました。

私の進行の不得手で若干 10 分ばかり押してしまったことを、お許しいただき

たいと思いますけども、そろそろお時間が参りましたので、意見交換を終えたい

と思います。特によろしいですか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

それでは、以上をもちまして意見交換を終了させていただきます。

続きまして最後にＰＲタイムということで、各県で取り組んでおられますイ

ベント等につきまして、順次ＰＲをお願いします。

まず飯泉知事さんからお願いします。

〇飯泉 徳島県知事

先ほど尾﨑知事さんからも御紹介をいただきました。今年は、日本が初議長国

となるＧ20 が開催されますが、９月５日、６日に徳島クレメントホテルにおき

まして、「Ｇ20 消費者政策国際会合」が開催をされることとなります。徳島県と

消費者庁の共催という形で進めるわけでありますので、是非皆様方にも御参加

を賜ればと思いますので、職員の皆様方の派遣など、というのは、消費者行政新

未来創造オフィスには３県の職員の皆さん方がご活躍をいただいているところ

でありますので、是非、どうぞよろしくお願い申し上げたいと存じます。

そしてもう１点は今年 11 月の２日から４日まで「秋の阿波おどり」をアステ



39

ィとくしまでやらせていただきますので、是非皆様方にもお越しいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。

○座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは続いて浜田知事さん。

〇浜田 香川県知事

私の方から１点だけ。この黒いパンフレットが入っておりますけれども、瀬戸

内国際芸術祭 2019、おかげさまで春会期、盛況のうちに一旦終わりましたが、

夏は「あつまる夏」と称して７月 19 日から８月 25 日まで夏会期でまた展開し

たいと思っておりますので、どうか皆様も機会があれば足を伸ばしていただけ

ればと思います。以上です。

○座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは尾﨑知事さん。

〇尾﨑 高知県知事

はい。高知県は、去年は明治維新 150 年ということで、志国高知幕末維新博を

展開しておりまして、過去最高のお客様にお越しいただきました。今年からは自

然体験キャンペーンということでリョーマの休日、自然体験キャンペーンを展

開させていただいております。今、この紙媒体でパンフレットをお配りさせてい

ただいておりますが、併せて特設サイトを設けさせていただいています。この特

設サイトから直接、それぞれのプログラムを予約までできると、そういうシステ

ムでありまして、このサイトに現在 500 ぐらいの自然体験メニューが登録され

ているところです。多くのお客様に来ていただいているところでありますけれ

ども、過去最高だった去年よりも多くゴールデンウィークは大体３割増し位で、

お客様に来ていただきまして、多くの皆様に楽しんでいただいています。是非多

くの皆様に高知においでいただきたいと思います。まずは是非特設サイトにア

クセスしていただければと思う次第です。またよろしくお願いします。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。私のほうからは簡単に。９月１日、２日にＧ

２０愛媛・松山労働雇用大臣会合の開催。それから 10 月の 28 日から 31 日まで

第 21 回日中韓３か国地方政府交流会議が開催される予定でございますので、ご

紹介させていただきます。

さてそれでは、次回の四国知事会の開催県についてですが、いかがいたしまし
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ょうか。

〇尾﨑 高知県知事

はい。それでは過去の開催状況から是非、高知県で開催させていただけたらと

思いますがいかがでしょうか。

〇座長（中村 愛媛県知事）

ありがとうございました。今、尾﨑知事さんから話がございました。次回は高

知県での開催ということでよろしいでしょうか。

（異議なし）

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。それでは尾﨑知事さんよろしくお願いいたします。

〇尾﨑 高知県知事

しっかりさせていただきたいと思います。

〇座長（中村 愛媛県知事）

はい。ありがとうございました。以上で予定をしておりました議事がすべて終

了しました。本日は有意義な議論をさせていただきまして、本当にありがとうご

ざいました。今後ともこの四国知事会議として様々な課題に取り組んでまいり

ますので、どうぞよろしくお願い申し上げまして、進行を事務局にお返しします。

ありがとうございました。

〇司会（愛媛県 髙橋総務部長）

意見交換、大変お疲れさまでございました。それでは最後に１点御報告をさせ

ていただきます。お手元の「四国の４県知事と経済団体トップによる懇談会の設

置について」と書かれています、一枚物を御覧をいただきたいと思います。

四国経済連合会から、四国４県の知事と四国経済連合会会長及び４県商工会

議所会長・会頭が一堂に会し、四国のあるべき姿などについて意見交換する場を

設けたいとの御提案がございました。四経連としては、可能であれば、来年度の

四国知事会議にあわせて開催したいとの意向でございます。開催にあたりまし

ては、４県知事がメンバーとなっております、他の会議等との協議事項の棲み分

けにも留意する必要があると考えております。つきましては、これらのことを踏

まえながら引き続き検討・調整を進めてまいりたいと考えておりますので、よろ
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しくお願い申し上げます。

最後に今回の会議で大変お世話になりました、新居浜市長さんの方から、この

階の２階で平山郁夫展を開催しておりますので、お時間がありましたら是非御

覧いただきたいとのお話がございました。よろしくお願い申し上げます。

それでは、以上をもちまして四国知事会を閉会いたします。本日は大変お疲れ

さまでございました。ありがとうございました。


